
【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
元
年
10
月
３
日

①
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て

　

計
画
の
概
要
お
よ
び
策
定
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
国
庫
補
助
以
外
の
財

源
、
対
象
学
校
数
、
学
校
の
大
半
が
指

定
避
難
所
で
、
防
災
担
当
部
局
と
の
連

携
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

②
社
会
教
育
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

　

蝦
夷
文
化
考
古
館
、
ふ
る
さ
と
館
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
両
施
設
と
も
所
蔵
点

数
が
非
常
に
多
く
、
展
示
施
設
と
収
蔵

施
設
を
別
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
11
月
６
日

①
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

　

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
制
度
変
更
で
現
行
賃

金
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
か
、
特
別
職

非
常
勤
職
員
の
任
用
厳
格
化
で
影
響
を

受
け
る
職
種
、
財
政
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
対
す
る
国
の
支
援
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

②
債
権
管
理
に
つ
い
て

　

債
権
管
理
の
取
組
状
況
お
よ
び
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
統
一
的
な
事
務
処
理

基
準
に
よ
る
債
権
管
理
方
針
に
つ
い
て

の
質
問
や
、
滞
納
整
理
機
構
と
の
関
係

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
付
託
さ
れ
た
議
案(

陳
情)

の
審
査
】

・
令
和
元
年
12
月
13
日

　

陳
情
審
査
（
審
議
結
果:

４
Ｐ
掲
載
）

の
た
め
、
陳
情
者
で
あ
る
「
オ
ス
プ
レ

イ
を
考
え
る
会
」
長
坂
政
幸
代
表
、「
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

髙
橋
勉
会
長
を
「
参
考
人
」
と
し
て
招

致
し
、
陳
情
の
経
緯
、
趣
旨
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
帯
広

駐
屯
地
を
使
用
す
る
可
能
性
が
低
く
な

っ
た
こ
と
、
今
後
の
行
政
区
制
度
の
あ

り
方
の
検
討
に
は
、
時
間
を
要
す
る
こ

と
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
10
月
29
日
～
30
日

《
岩
見
沢
市
》

　

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
関
す
る
基

本
計
画
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

 

岩
見
沢
市
で
は
、
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
と
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
、
地
域
と
の
関
わ
り
や
地
域
性
、

保
護
者
や
地
域
住
民
と
話
し
合
い
の
も

と
検
討
さ
れ
、
両
者
は
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
本

町
の
取
組
の
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

《
株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
札
幌
市
）
》

　

自
治
体
に
お
け
る
共
同
利
用
型
Ｒ
Ｐ

Ａ
実
証
実
験
な
ど
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

　

北
海
道
と
８
自
治
体
が
協
力
し
、
定

型
的
な
４
業
務
に
つ
い
て
、
業
務
効
率

化
の
可
能
性
の
検
証
を
行
い
、
導
入
後

の
想
定
効
果
は
、
削
減
率
15
～
97
％
と

な
る
な
ど
、
効
率
化
が
可
能
と
な
る
も

の
で
し
た
。
事
務
作
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
活
用
に
は
、
業
務
の
標
準
化
・
共

通
化
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
、
人
口
減
少
や
労
働
力
不
足

な
ど
の
問
題
か
ら
、
自
治
体
行
政
に
お

い
て
も
必
要
に
迫
ら
れ
る
転
換
期
が
来

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

《
北
海
道
博
物
館
（
札
幌
市
）
》

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
展
示
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　

資
料
が
豊
富
に
展
示
さ
れ
、
家
族
の

物
語
形
式
で
展
示
を
す
る
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
収
蔵
庫
は
三
層
構
造
で
、

湿
度
、
温
度
や
厳
格
な
入
室
管
理
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
本
町
の
蝦
夷
文
化

考
古
館
に
つ
い
て
は
、
展
示
や
建
物
自

体
に
価
値
が
あ
る
こ
と
、
国
道
に
接
す

る
好
条
件
に
あ
る
と
の
指
摘
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
施
設
整
備
や
あ
り
方
に
つ

い
て
、
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
や
北

海
道
博
物
館
な
ど
、
専
門
職
員
か
ら
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
、
早
急
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 
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【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
元
年
11
月
15
日

①
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　

幕
別
中
央
保
育
所
、
わ
か
ば
幼
稚
園

の
現
地
調
査
を
行
い
、
施
設
概
要
、
入

所
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
今
後
の
幕
別
中
央
保

育
所
の
入
所
児
童
数
の
推
移
、
本
町
に

お
け
る
幼
稚
園
ニ
ー
ズ
の
状
況
、
入
園

見
込
み
な
ど
の
質
問
の
ほ
か
、
幕
別
中

央
保
育
所
の
維
持
補
修
状
況
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
10
月
10
日
～
11
日

《
足
寄
町
》

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。
（
詳
細
：
24
Ｐ
掲
載
）

《
弟
子
屈
町
》

　

公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
開
園
し
た
「
認
定
こ
ど
も
園

ま
し
ゅ
う
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
就
労
状
況
に
関
わ
ら
ず
子

ど
も
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
公

と
民
が
そ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
一
元

化
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、
地
域
か
ら

の
期
待
も
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

《
釧
路
市
》

　

「
釧
路
市
男
女
平
等
参
画
推
進
条
例
」

の
制
定
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の
効
果
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
と
も
に
取
り
組
む
手
法
は
、

参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

《
白
糠
町
》

　

「
太
陽
の
手
子
育
て
支
援
事
業
」
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
庶
路
こ
ど

も
園
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
が
１
階
、
義
務
教
育
学
校

「
庶
路
学
園
」
が
２
～
３
階
で
、
同
一

施
設
に
合
築
整
備
さ
れ
、
学
校
教
育
と

連
携
し
た
質
の
高
い
保
育
を
提
供
す
る

取
組
は
、
本
町
の
「
認
定
こ
ど
も
園
整

備
事
業
」
に
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
元
年
10
月
23
日

①
下
水
道
事
業
に
つ
い
て 

　

幕
別
、
札
内
の
市
街
地
下
水
道
統
合

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
幕
別
町
浄
化

セ
ン
タ
ー
、
十
勝
川
流
域
下
水
道
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
帯
広
市
）
の
現
地
調
査
と

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
下
水
道
統
合
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
金
の
活

用
な
ど
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
11
月
13
日
～
14
日

《
石
狩
市
農
業
協
同
組
合
》

　

収
穫
作
業
時
の
補
助
労
働
力
確
保
を

目
的
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
か
ら
20
年
余
り
の
実
績
が

あ
り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
人
材
派
遣

よ
り
も
前
に
始
ま
っ
た
先
進
的
な
も
の

で
し
た
。
一
方
、
雇
用
期
間
、
賃
金
格

差
な
ど
の
労
働
条
件
に
お
い
て
、
他
業

種
と
の
格
差
改
善
に
向
け
た
取
組
も
協

議
中
で
あ
り
、
生
産
者
団
体
と
し
て
強

い
姿
勢
を
感
じ
ま
し
た
。

《
北
広
島
市
》

　

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
と
連
携
し
た
地

域
再
生
事
業
（
地
域
活
性
化
・
観
光
）

の
取
組
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
取

組
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
本
町
に
お
い
て
も
参
考
に

な
る
取
組
で
し
た
。

《
千
歳
市
》

　

下
水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
施
設
の
更
新
で
は
、
統
合
に

よ
る
一
括
処
理
方
式
が
将
来
的
に
大
き

な
経
済
効
果
が
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
耐
震
管
の
採
用
な
ど
防

災
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会 

所
管
事
務
調
査
・
道
内
先
進
地
視
察
調
査
）
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